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〇13日(火) 誕生会 ホールにて 学年ごと
〇入園説明会→5日(月)、12日(月)、15日(木)、16日(金)

夏休みの思い出・運動あそび (1日～30日)

・夏休みの思い出を発表する
・印象画を描く
・敬老の日の話を聞き、お年寄りを労る気持ちを持つ
・集団の決まりを守り、戸外で元気に遊ぶ
・運動会(競技、遊戯等)の練習をする

夏休みの思い出・運動あそび (1日～30日)
・夏休みに経験したことを話し合い、楽しかった思い出を絵に表現する
・集団生活の約束を確認する
・秋の自然現象に興味を持つ
・敬老の日の話を聞き、お年寄りを労る気持ちを持つ
・運動会に行う遊戯や競技の練習をする
・団体行動の規律を守る

夏休みの思い出・もうすぐ運動会 (1日～30日)
・夏休みの経験を先生や友達に話す
・友達の遊びに積極的に参加する
・友達と戸外で元気に遊ぶ
・敬老の日の話を聞く
・運動会の話を聞いて遊戯やかけっこの練習に楽しく参加する

未就園児教室
火曜のクラス 10：15～11：30
水曜のクラス 10：15～11：30
木曜のクラス 10：15～11：30
金曜のクラス 10：15～11：30

長い夏休みはいかがお過ごしだったでしょうか。

保護者の方にとっては、子どもの成長を間近で見られる反面、家にずっといると負担に思われてしまう方もいると思います。

ご飯は毎食作らなくてはいけないし、一緒に遊んであげなければいけないし、なかなか一人の時間も作れないですし、

ストレスが溜まってしまうこともあるのではないでしょうか。

もしかしたら、夏休みが長過ぎると思われる方もいるかもしれません。

確かに、夏休みの適切な長さについては、議論の余地があるでしょう。

子ども達にとって、夏休みの本来の目的には熱中症の危険性の回避や、一学期頑張った休息期間、また、

長い休みがあるからこそできる貴重な体験などがありました。

しかし、時代は変わっていくもので、現在はエアコンも十分効いており熱中症の心配は少なく、貴重な体験についても

収入格差の問題もあり、たくさんさせてあげられる家庭もあれば、させてあげられない家庭もあります。

そういったことを考えれば、そこまで長い夏休みでなくても良いのかもしれません。

しかし、先生にとっては貴重な夏休みです。

先生も勉強する為に、普段は忙しくて出来ない研修をその期間に受けています。

また、一学期の慌ただしさをリフレッシュする貴重な機会でもあります。

その期間に旅行へ行ったりゆっくり過ごしたりと、心身共に癒されて激動の二学期に備えるのです。

そうした楽しみがなければ、先生のなり手もなくなってしまうでしょう。

また、最近は家庭を持っている先生も増えてきていますので、そうした先生にとっては、子どもと過ごせる貴重な時間にもなるでしょう。

そういう面から見れば、適切な長さと言えるかもしれません。

夏休みの長さは、保護者の方、子ども、先生、三つの視点からベストな選択ができれば良いですね。

保護者の方も負担に感じた時には、ぜひ預かり保育を利用して頂けると良いかもしれません。

いよいよ二学期が始まります。

きっと子ども達も先生達も夏休みの間にしっかり気力を蓄えて来たと思います。

お互い元気いっぱいの姿で会いましょう。

それでは二学期も宜しくお願いします。


